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要旨  

本学では開学当時より災害看護学演習において、夜間の避難所疑似体験演習を実施して

きた。この授業の目的は、「臨場感のある夜間を活用して避難所疑似体験演習を行い、被災

者の気持ちを体験するとともに、避難所で活動する看護者としての準備について考察する」

である。この授業のために次の 4 項目、1)避難所設営、2)避難所のタイムスケジュール作

成、3)避難所における要援護者への看護実践、4)避難所における被災者の気持ちの追体験

を含めて企画した。内容には、先行文献や中越沖地震での研究者の災害支援の経験をいか

した。このような災害後の夜間避難所を想定した演習はめずらしく、演習を紹介すると共

に、演習終了後に学生がどのような体験をしているかについて調査し、先行研究との比較

をした。本演習のあり方と学生の体験について知見を得たので報告する。  
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Ⅰ．はじめに  

 災害看護に関する学部教育の演習は、佐

藤 (2015)によると時間数は少ない。実施さ

れていても実習施設との連携の防災訓練へ

の参加のような形で紹介されることが多い

（澤田ら，2007）。本学のある大阪は東南  

海・南海地震で多大な被害が想定されてお

り、開学当時より災害看護学演習において

夜間の避難所疑似体験演習（以下、夜間演

習）を企画してきた。この授業の目的は、

「臨場感のある夜間を活用して避難所疑似

体験演習を行い、被災者の気持ちを体験す  
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るとともに、避難所で活動する看護者とし

ての準備について考察する」である。災害

時看護師は勤務先からの要請や災害支援ナ

ースとして被災地の避難所に派遣される可

能性がある。しかし、先に述べたように災

害看護に関する演習は少なく、学生の災害

への興味を高めるためにも、これまであま

り報告のない夜間を想定した演習で災害支

援への興味を高めるようにした。この授業

をとおして、以下の 4 項目が含まれるよう

に企画した。1)避難所設営、2)避難所のタ

イムスケジュール作成、3)避難所における

要援護者への看護実践（体操の実践、バイ

タルサインの測定など）、4)避難所における

被災者の気持ちの追体験である。内容には、

先行文献（山本ら，2005，小原，2008，百

田ら，2011）や中越沖地震での研究者の災

害支援経験（西上ら，2009）をいかした。

夜間演習のあとは、グループワークによる

まとめを実施した。この夜間演習をとおし

て本授業の構築と学生の体験について知見

を得たので報告する。 

 

Ⅱ．夜間避難所疑似体験演習  

 災害看護学演習の目的は、１）災害サイ

クルに応じた看護活動に必要な援助を理解

できる、２）災害状況下で活動するための

基本的な技術を修得するである。授業概要

は、災害看護の視点から災害前後の看護活

動に必要な援助を学ぶこと、さらに災害状

況下で活用できるように、災害訓練への参

加や災害状況をシミュレーションして学び

を深めるようにしている。対象は看護学科

4 年生で、開講期は後期である。この演習

を受講するためには、4 年前期の「災害看

護学」を習得する見込みであることを要件

とした。授業における位置づけとしては、

災害看護学演習 30 時間中の 4 時間とした。  

夜間演習の授業は、金曜日夕方から土曜

日朝までとし、授業後は、別日にワールド

カフェスタイルでのグループワークを実施

した。演習日は、後期科目であることから

できるだけ早い時期に想定し、気温の低い

時期をさけるように計画した。  

演習のための事例設定は次のとおりで

あった。夜間演習日の 2 日前（例：2013

年の場合、9 月 25 日）に大阪府の A 地区

において震度７の地震が発生した。B 女子

大学に避難する住民のために災害支援ナー

スとして 1 泊 2 日で活動することになった。

B 女子大学の近くには、幸い被災を逃れた

病院があり、重傷者はそちらに運ばれてい

る。トイレの下水道は動くが、電気、上水

道は止まっている。ガスの使用できる避難

所ではない。希望者には懐中電灯、血圧計

など物品の貸し出しがある。また、参加者

には寝袋、飲料水 2L 、非常食（2 日目朝

食として）等が配られる。本演習に使用す
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る物品は、主に表 1 のとおりであり、多く

の物品を必要とするものではない。これは、

ブリーフィング内容として、学生に事前に

伝えた。学生が、演習中に物品の借用を希

望すれば、通常の大学であれば、置いてい

るもの（例：はさみ、ガムテープ等）は提

供した。逆に想定以上の寝具などの貸し出

しは行わず、どうすればよいかについて考

えさせた。  

学生には、授業の目的や目標について、

夜間演習授業の前の回で説明し、状況設定

と大まかなタイムスケジュールを提示した。

学生を 2 グループに分け、夜間演習時間も

18 時～1 時と 1 時～8 時に分けた。それぞ

れの時間帯毎に２グループを、被災者役を

するグループと支援ナース役をするグルー

プとして設定し、１時で交代させた。グル

ープにはそれぞれリーダーを決めさせた。

被災者役を演じる時は、自分で年齢や持病

などを設定してもらった。演習参加時は、

前期に実施している災害看護学の授業を参

考にし、災害支援ナースとして必要な物品

を用意し、服装を整えて参加するように指

示した。教員は、避難所の事務職員として、

災害支援ナースの要請に応じる役割と説明

した。また、演習時間中は学生と同様に教

室で過ごし、夜間における学生の過ごし方、

様子などを観察記録し、次年度に向けての

改善点及び課題について教員間で共有した。

学生に詳細なタイムスケジュールは作成さ

せているが大旨、例年、表 2 のような形に

進行した。  

この授業では、①事前課題として夜間演

習のために準備したことについて記述させ

た（演習開始時に確認）。②事後課題として

夜間演習の実施内容とその評価についてま

とめさせた（4 日後提出）。以上について記

述の分量は①②をあわせて A3 版 1 枚程度

とした。  

 

  

表1　夜間避難所疑似体験演習のための物品準備

目的 内容と量

消耗品
寝袋（約1000円程度）、飲用水（２L）、

非常食（アルファー米）1食、段ボール数枚

居住用：ブルーシート数枚、懐中電灯

看護用：血圧計、体温計、パルスオキシメー
ター、聴診器、環境測定器（2012年度、2013
年度のみ）

避難所
演出用

要介護者（人形2～3体、2014年度のみベ

ビー人形使用）、車椅子1台、担架1台、机、

椅子、段ボールベッド（2016年度のみ1台）

避難所用

表2　夜間避難所疑似体験演習の実際（例:2013年）

17:00～　避難所の設営・ルール決定

18:00～　被災者の名簿作成・

　　　　　健康チェック(バイタル測定含)
19:00～　夕食（食事介助）＋排泄介助

21:00～　ヨガ・就寝

23:00～　見回り（排泄介助＋体位変換）

翌1:00～ 役割交代見回り(介助）

　　　　  負傷者への処置

 　3:00～　見回り（排泄介助＋体位変換）

 　6:00～　起床・ラジオ体操

　　　　（排泄介助＋体位変換）

         　　　点呼・健康チェック

 　7:00～　朝食準備・朝食（食事介助）

 　8:00～　演習の片付け
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Ⅲ．夜間演習における学生の体験の調査  

 夜間演習における学生の体験について、

参加した学生に授業後すぐに、調査として

感想を記述してもらった。回答にあたって、

学生には夜間演習の評価研究をするという

目的を口頭で説明し、無記名で協力を依頼

した。倫理的配慮として、学生には自由意

思での回答を求め、用紙の提出をもって、

同意とすることも説明した。回収した感想

は目的以外に使用しない旨を説明した。さ

らに調査への不参加が成績に影響しないこ

と、回収は所定の箱への投入として、個人

を特定しないことも説明した。  

対象者は 2013～2016 年度「災害看護学

演習」受講者 41 名であった（表 3）。分析

方法として、学生から得た感想を質的に分

析した。具体的には、感想から本演習で学

びに関わる内容を抽出するよう丁寧にデー

タを読み込み、意味や内容を表すコードを

つけた。類似しているコードをまとめて、

サブカテゴリーとし、さらに抽象度を高め

てカテゴリーとした。分析過程では研究者

間で読み込みを行い、偏りがないかを確認

した。  

 

 

 

 

 

Ⅳ．夜間演習における学生の参加状況と体

験調査の結果  

 受講者 41 名の内、2014 年度、体調不良

の学生が無理をして参加していることがわ

かり、1 日目の 20 時 30 分に 2 名帰宅した

が、感想については全員が提出した。  

 4 回の演習において事故もなく、予定の

時間に終了することができた。演習によっ

て体調不良を起こした学生はなかった。  

 感想からは、知っている学生同士であり、

このことで大きなストレスを感じない、リ

アリティに欠ける、被災者や災害支援ナー

スになりきれていなかったという記述があ

った。しかし、学びに関わる内容は多く、

これを分析した。この結果、6 つのカテゴ

リー、18 のサブカテゴリーが抽出された

（表４）。カテゴリーについては【】、サブ

カテゴリーについては〈〉、コードについて

は“”示す。6 つのカテゴリーは【避難生

活の困難さを実感する】、【被災者の状況が

わかる】、【支援の方法がわかる】、【災害へ

の備えができていない】、【災害は身近に起

こりうる】、【避難所の疑似体験演習でなけ

ればわからない】であった（表 4）。  

 

 

 

 

 

回 年月日 学生数

1 2013年9月27日(金)～9月28日(土) 16
2 2014年9月26日(金)～9月27日(土) 10
3 2015年10月9日(金)～10月10日(土) 6
4 2016年10月7日(金)～10月8日(土) 9

表3　夜間避難所疑似体験演習の実施日と参加学生数
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表 4 夜間避難所疑似体験演習における学生の体験 
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１．避難生活の困難さを実感する 

このカテゴリーに関する記述は多く、サブカテ

ゴリーも４つあげられ、〈ライフライン停止の影

響がわかる〉、〈物音が気になる〉、〈集団生活によ

るストレスがわかる〉、〈身体的苦痛がわかる〉で

あった。とくに〈ライフライン停止の影響がわか

る〉では“暗闇が不便”に代表されるように夜間

の電気のないことを経験して、夜の長さを感じた

り、“暗闇で文字を書くのが困難”“コミュニケー

ションで被災者の表情が見えない”等、波及が大

きいことを経験していた。また、暗闇から“トイ

レに行くのが怖い”と感じていた。水道の停止に

対して、“感染予防が難しい”と回答した。〈物音

が気になる〉では“物音に敏感になる”ことが述

べられ、〈集団生活によるストレスがわかる〉で

は“知らない人との生活はストレスになるだろ

う”、〈身体的苦痛がわかる〉では“寝付きが悪く

なる”等の回答があった。 

２．被災者の状況がわかる 

 このカテゴリーでは、〈被災者の気持ちを考え

る〉、〈被災者に必要なものがわかる〉、〈避難生活

が長期化することのストレスを考える〉の３つの

サブカテゴリーがあげられた。実際の被災者でな

いため、また、2 日間という長さから被災者と同

じ気持ちになっているとはいえないが、“暗闇で

過ごすと不安になる”、“1 日だけでもこんなにつ

かれる”とその気持ちを記述していた。 

３．支援の方法がわかる 

 このカテゴリーに関する記述が最も多く、サブ

カテゴリーも８つ〈支援者の役割を知る〉、〈支援

者の気持ちがわかる〉、〈支援のむずかしさがわか

る〉、〈支援者の指揮を取る人が必要とわかる〉、

〈環境を整える〉、〈イメージトレーニングが必要

である〉、〈支援に必要な物品がわかる〉、〈限られ

たもので工夫する〉があげられた。先の【避難生

活の困難さを実感する】という体験からこれを克

服するために看護師としてどのような支援をし

なければならないかを記述した。ただ単に〈支援

者の役割を知る〉だけでなく、〈支援者の気持ち

がわかる〉ことから支援のむずかしさを学習して

いた。具体的には“想像通りにいかない”、“臨機

応変に対応しなければならない”など工夫が必要

であると感じていた。これは“支援者の指揮者が

必要とわかる”や“事前に考えておくイメージト

レーニングが必要”、“その場にあるものをどのよ

うに活用するか考えた”等、さらに具体的な記述

にもつながっていた。 

４．災害への備えができていない 

 このカテゴリーについては、“荷物に関して不

足があった”と本演習の体験を通して自身の災害

への対策を振り返っていた。 

５．災害は身近に起こりうる 

 夜間演習によって災害は身近に起こりうると

捉えていた。 

６．避難所の疑似体験演習でなければわからない 

 被災者、支援者の両方を体験させたことで、被

災によって両方へ影響する内容としてこのカテ

ゴリーが導き出された。“他の授業では経験でき
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ない”“教科書だけでは学べない細かいことが学

べた”等の回答があった。 

 

Ⅴ．考察 

1．夜間避難所疑似体験演習の実施 

 表 1 に示すように、実際には多くの費用を必要

とせず、災害自体がライフラインの途絶や物品不

足という状況であることから演習自体の開催は

難しいものではないといえる。一方でリアリティ

にかけるという意見もあり、学生同士であること

で臨場感の不足に対して、関わる教員が災害状況

を演出する必要がある。しかし、これらの意見は

少数であり、実際には、学生は電気を使わず、床

に寝袋で寝るという経験をしていることもあり、

多くの学びを得ていることがわかった。 

２．夜間演習における学生の体験 

多くの学生が、ライフライン不足や不慣れな環

境での生活に身体的心理的ストレスを感じ、避難

生活の困難さを実感していた。そのことがより深

く被災者の状況を考えることに繋がっていた。一

方で、限られたもので工夫することや支援者との

人間関係が避難生活のストレスを軽減すること

に気づくことができていた。また、災害支援ナー

スとして活動してみることで、支援者の役割を知

ると共に支援のむずかしさや支援者の気持ち、ス

トレスに気づくことができていた。この授業の目

的には、被災者の気持ちを体験するとともに、避

難所で活動する看護者としての準備について考

察するとあげたが、被災者の気持ちに関する感想

が多く述べられたこと、支援ナースとしての物品

の準備にとどまらず、支援に対する覚悟や任務を

果たすことへの精神面での準備の必要性につい

て感想があったことから目的が達成できている

と考える。さらに学生自身の技術不足や知識不足、

臨機応変な対応力不足を痛感することにつなげ、

学習意欲の向上に影響を与えるのではないかと

考える。昨今、さまざまなところで、災害支援に

おけるリーダーの存在が必要とされており、1 例

ではあったが、支援者の指揮をする人が必要であ

るというところまで気がつくこともできていた。

加えてこの演習をとおして、自身の災害への備え

を考えなおし、災害を身近に感じることで個人の

防災意識を高めることにもつなげられていた。

2013 年～2014 年に災害看護学演習について学生

に行った調査結果（西上ら，2015）では、開講前

にこの夜間演習への興味が高いことが示されて

おり、学生が積極的に取り組んだことも影響した

と考える。百田ら（2011）の調査でも災害看護へ

の興味を深める結果となっており、夜間演習は効

果があると考える。一方で、演習への参加者が 6

名のときもあり、人数が少ないことは臨場感が低

下する可能性があるため、演習前の授業での関わ

りから多くの学生の参加が見込めるような働き

かけが必要である。 

 

Ⅵ．結論 

 夜間演習は、災害後の避難所に関するごく一部

の体験ではあるが、学生にとってはその不便さを

梅花女子大学看護保健学部紀要, 8
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体験する中で、被災者の気持ち、支援のむずかし

さ、避難所における看護師の役割、災害への備え

の大切さを気づかせる良い学びを与えていた。 
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